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今回参加 し た 国際会議 は， 4 年 ご と に 開催 さ れ る も の

で， 英名 はVIth International Colloquium on Inver­

tebrate Pathology and Microbia l  Control， 略称 ICIP-

1994 と 呼ばれて い る 。 主催 は SIP (Society for Inver­

tebrate Pathology = 無脊椎動物病理学会) で， 毎年例会

(Annual Meeting) は北米の各地で開催 さ れて き た。 尤

も 1992 年か ら 中聞 に ヨ ー ロ ッ パでの開催 を は さ む こ と

に な っ た が， 現在 26 回の例会 を終了 し ， 本年の コ ー ネ ル

大学での開催 は， 27 回 目 を迎 え て い る 。
4 年 ご と の ICIP は ， 原則 と し て 各大陸への持 ち 回 り ，

と い う こ と で， 本年の モ ン ペ リ エ ・ フ ラ ン ス 以前 は ，

1990 年ア デ レ ー ド ・ オ ー ス ト ラ リ ア， 1986 年 フ ェ ル ト ホ

ー へ ン ・ オ ラ ン ダ， 1982 年 プ ラ イ ト ン ・ イ ギ リ ス 等で開

催 さ れて い る 。

SIP 会員 は ， 1994 年 8 月 現在 796 名， こ の う ち 日 本人

会 員 は 46 名 ( 5 . 8%) と な っ て い る 。 SIP に は学会長， 副

会長， 庶務理事， 会計理事， 常任理事 4 名， 前会長の 9 名

か ら な る 役員会があ り ， 日 本 か ら は筆者が 1990�例 年理

事 を 務 め た 。 ま た ， 筆者の前任 に も 渡部 仁東大教授が理

事を務め ら れた 。

1994 年 の ICIP は ， 8 月 28 日 ( 日 ) か ら 9 月 2 日

( 金 ) の 6 日 間， フ ラ ン ス の 南 部 モ ン ペ リ エ 市 で MAX

BERGOIN運営委員長の下で開催 さ れた 。

通常 SIP の例会 を 含 め て ， 開会式の前 日 ( 日 曜 日 ) に

登録がな さ れ， か つ ， そ の 日 は一 日 がか り で役員会が開

催 さ れ る こ と に な っ て い る 。 今 回 の 役員 会 の議題の 中

で， 私 に と っ て 重要な と と は， ICIP-1998 が札幌で開催す

る か ど う か の最終決定 が さ れ る こ と に な っ て い た こ と で

あ る 。 特 に対抗馬 も な か っ た こ と か ら 1998 年は 日 本 ・ 札

幌 [8 月 23 日 ( 日 ) �28 日 (金) ] に 決 定 さ れた。

さ て ， 本学会 は， 主 に 昆虫の病原 と な る 細菌， ウ イ Jレ

ス ， 糸状菌， 原生動物， 線虫 を対象 と し た 昆虫病理学や

昆虫の生体防御等の研究 を 中心 に ， こ れ ら 病原に よ る 害

虫 の 微 生 物 的 防 除 な ら び に 耐 虫 性 植 物 の 作 出

(Transgenic plant) 等の分野 を 含 ん で い る 。 特 に ， 近年

のバイ オ テ ク ノ ロ ジ ー を 導入 し た研究 は， 殺虫性 タ ンパ

ク 質 (ICP) を産生す る Bacillus thuringiensis (以下，

BT) 研究の飛躍的発展 を も た ら し， こ の こ と が契機 と な
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っ て世界の農薬会社が こ ぞ っ て 参加す る 学会 と な っ て き

た。 BT に お け る 分子生物学の進歩 は ， 昆虫 ウ イ Jレ ス の ゲ

ノ ム 改変， 昆 虫 ウ イ lレ ス を ベ ク タ ー と し た 医薬の生産，

さ ら に は， 糸状菌 の セ 1レ ラ ー ゼ遺伝子の利用等， 各方面

への発展 を 伴 っ て き て い る 。 こ の た め ， シ ン ポ ジ ウ ム も

多 く な っ て き て お り ， 今 回 の 内容 は 次 の よ う であ っ た。

全体会議 (Plenary session) 5 件 19 題， シ ン ポ ジ ウ ム

19 件 102 題， 一般講演発表 161 題， ワ ー ク シ ョ ッ プ 2 件

10 題， 研究分科会 3 件， ポ ス タ 一発表 161 題。

ま た ， 参加者 も 55 か国， 575 名 な ら びに 同伴者 90 名 を

数 え た 。 そ の 内訳は， SIP 会員 307 名， 非会員 1 64 名， 学

生会員 1 04 名 で あ っ た。

学会の規模 も 年 と と も に 大 き く な っ て き て お り ， 会費

収入 は全体で約 1 ， 5 1 7 万 円 ， 公的寄付 285 万円， 私的寄

付 1 13 万 円 ， 計約 2 ， 000 万 円 の 規 模 で 行 わ れ た 。 今 回

は ， 各 自 が市 内 の ホ テ ル を 自 由 に 予約 し て 利 用 し た た

め， 1982 年の ブ ラ イ ト ン大 会 に お け る サ セ ッ ク ス 大学の

学生寮利用や， フ ェ jレ ト ホ ー へ ン 国際会議場利用 の よ う

に l か所 に 宿泊 し て よ り 親睦 を 深 め る 形態 は 取 ら ず， ア

デ レ ー ド 方式 と な っ た 。

本大会 は ， こ の よ う に今 ま での 大会 に比べ参加人数，

発表件数 と も 最 も 規模が大 き い も の で あ っ た。 し か し，
私 に と っ て大変印象的であ っ た の は， こ こ 数年の例会，

大会を通 し て 日 本人研究者が最 も 多 く 参加 し た 大会 と な

っ た こ と であ る 。 大学の研究者 と し て は， 福原敏彦教授

図 - 1 1994 年 9 月 1 日 ， フ ラ ン ス ・ モ ン ペ リ エ 郊 外

“Abbaye de Val magne" に て 懇親会. 左か ら 河原

両IIJn教綬 (九大段) ， 石橋信義教授 (佐賀大出) ， 筆

者
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(東京農工大学) ， 岩花 秀典教授 (東京農工大学) ， 佐藤令

一助手 (東京農工大学， 現助教授) ， 石原 廉教授 ( 日 本

大学 ・ 農獣医) ， 河原畑勇教授 (九州大学) ， 大庭道夫助

教授 ( 九州大学) ， 石橋信義教授 (佐賀大学) が参加 さ

れ ， ま た ， 岩花先生 は 大学 院 学 生 2 名 を 連れ て 来 られ

た。 北大の私の と こ ろ も 私の ほ か， 伴戸久徳助教授が参

加 し た 。 さ ら に 蚕糸 ・ 昆虫農業技術研究所か ら は野田博

明 ・ 中 島信彦両氏 が， そ し て 水城英一 (福岡工業技術セ

ン タ ー) ， 佐藤研二 (岩手生工研究所) 両氏等 も 参加 し て

計 15 名 と な っ た ( 図- 1 ) 。

無脊椎動物病理学， 特 に 昆虫病理学 に 分子生物学的手

法が取 り 入れ られ た の は 1981 年以 降で ある 。 BT の ICP

遺伝子の ク ロ ー ニ ングが， 故 WHITELEY教授 ( ワ シ ン ト ン

州立大学) に よ っ て 行われ て以 来， BT の産生する各 種

ICP な ら び に それ ら を コ ー ド する 遺伝子， 対象見虫 に対

する 特異性， 宿主昆虫 の殺虫性機構， 数種昆虫 の ICP に

対する 抵抗性獲得等々 ， す べ て 本学会 におい て 発表 さ

れ ， 多 く の研究者 に 刺激 を 与 え て き た 。 昆虫 ウイ ル ス の

分野で も核 多 角体病 ウ イ ル ス (NPV) を ベ ク タ ー と し

て ， 有用 医 薬 を キ ン ウ ワ パ 亜 科 のAutogra.ρha

californica や カ イ コ 体 内で 生産 し よ う と する 試 み は ，

SUMMERS教授 (テ キ サ ス A&M 大学) ， MILLER教授 ( ジ ョ

ー ジ ア 大学) ， 前 田 進準教授 ( カ リ フ ォ ルニ ア 大学 デー ピ

ス 分校) 等 に よ っ て研究 され て き てお り ， 本大会で 注 目

を浴びている 研究分野 と な っ ている 。

1993 年の SIP 例会 (AsheviIle， North Carolina) で

は， 現在世界で 実際 に 農作物， 森林害虫防除 に利用 され

ている 微生物的 防 除 の パネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン も 行わ

れ ， ア メ リ カ ， カ ナ ダ， ブ ラ ジ ルで の成功例が報告 され

た。

お ， 佐藤令一氏 に よる 本 大 会 へ の 参 加報 告 が 応 動 昆

vol . 38， p 314 に な され ている ので 参照 され たい 。 本年以

降， 本学会 の 開催 は ，

1995 年 7月 16 日 ( 日 ) �21 日 (金 Ithaca， New 

York 

1996 年 9月 1 日 ( 日 ) �6 日 (金 Segovia (場所の

変更予定) ， Spain 

1997 年 8月 24 日 ( 日 ) �29 日 (金 Banff， Cana­

da 

1998 年 8月 23 日 ( 日 ) �28 日 ( 金 Sapporo，

Japan 

と 決定 され ている 。

本大会 を札幌で 引 き 受 ける に 当 た っ て は ， 日 本 の各 大

学で 昆 虫病理学 や 関 連 分 野で 研究 し てい る 10 名 の 教

授 ・ 助教授 の先生方 の 同 意 を 得て誘致委員 会 を 作 り ， 正

式 な 招待状 を SIP 役 員 会 に 提 出 さ せ てい た だい た 。 現

在， 若手で 研究の 中心 を 坦 っ ている 約 10 名 の先生方 な ら

び に 国 ・ 公立研究機関の研究員 の 方々 に も 参加 を願 っ て

運営委員会 を 結成 中で ある 。 こ の 夏 の Ithaca の 第 27

回 SIP 例会 まで に は先生方 の 同 意 を 得 て ， 1998 年の大会

運営の た め のお 知 恵 を 得たい と 考 え ている 。 世界 の こ の

分野の研究者逮 は ， 日 本 の各 研究者 の 力 を 高 く 評価 し て

お り ， 国情 に照 ら し て も 国際学会 を 立派 に 運営で きる と

評価 し て 下 さ っ ている 。 ま た ， 私 自身 ， 過去 に 国際学会

に参加 し た 印象か ら ， い つ まで も 日 本 の研究者が他国の

お 世話 に ばか り な っ ている こ と に対する 肩身 の狭 さ を こ

の機会 に払 拭する と と も に ， 若い 日 本人研究者達が世界

の ト ッ プ ク ラ ス の研究者逮の研究 に 直接ふれ ， 将来への

飛躍 へ の 足掛か り に し てい た だ き たい と 切 に 願 っ てい

る 。

大会の成功 は ， 日 本 の研究者達が どれ だ り参加 し て 下

以 上， 本学会 の性格， 近年の学会で の研究方向等 を述 さる か， ま た ， お よ そ 1500 万円程度 の 寄付 を 集 め な けれ

べる と と も に ， 今回 の モ ン ペ リ エ にお ける ICP の実情 も ばな ら ない 等， これ か ら ク リ ア し てい く 事柄 は 多い 。 な

紹介 し た が， 今 まで の SIP 学会の 経過 を みる と き ， 今後 お ， 札幌で の学会 は ， 国際会議場兼 ホテ ル設備 を有する

本学会 は益々 発展 し てい く に 違い ない と 確信で きる 。 な 「 ホテ ルテ ル メ 」 を 予定 し ている 。
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